
時間によってスタイルを変えろ！

第1問の<LINK>タグに加えて次のスクリプトを用意する。3つのスタイルシートは
「document.styleSheets」という配列で得られる。時間を調べてスタイルシートの1つを
有効に、それ以外を無効にする。

7月号「HTMLパズルに挑戦しよう」の解答
第1問は、HTML 4の仕様書にありながらネットスケープ6が登場するまで試せなかった、外部スタイルシー

トの先進的な利用例なので注目してほしい。なお、「alternate」を指定しなくても、TITLE属性が指定し

てあればネットスケープ6のメニューに現れるようだ。

このコーナーを楽しむために
最新のHTMLを使う際に、どうしても避けて

通れないのがWWWブラウザーの互換性の

問題だ。そこでこのコーナーでは、TIPSご

とにブラウザーの対応状況をアイコンで表

している（6月10日現在）。これを参考に使

用するWWWブラウザーを選んでほしい。

3月末にIE6 パブリックプレビューバージョンが出てから、このコーナーでも

それにターゲットを絞ったさまざまなテクニックを紹介してきた。しかし、実際

のところIE6を使っている一般ユーザーはまだ少数派だ。そこで今回はIE6に

対応した最新のTIPSとともに、そのほかのブラウザーにも対応しているTIPS

を集めてみた。多くの人が楽しめるように、こちらも勉強しておこう。

誰よりも早く
最新のHTMLを使ってみたい

正解者：正解者：ENDEさん、なるるさん、
Masahiko Murataさん、堀江さん、よしともさ
ん、うおまさ＠homeさん

インターネットエクスプローラ4以上4

インターネットエクスプローラ5以上5

インターネットエクスプローラ5.5以上5.5

インターネットエクスプローラ6（パブリックプレビュー）6

ネットスケープナビゲーター4以上4

ネットスケープ6以上6

Mozilla
M0.8

A N S W E R 1

<LINK TYPE="text/css" TITLE="スタイル1" REL="stylesheet" HREF="a.css">
<LINK TYPE="text/css" TITLE="スタイル2" REL="alternate stylesheet" HREF="b.css">
<LINK TYPE="text/css" TITLE="スタイル3" REL="alternate stylesheet" HREF="c.css">

<SCRIPT TYPE="text/javascript">
now = new Date(); h = now.getHours();
if(6 <= h && h < 12) a = 0;
else if(12 <= h && h < 18) a = 1;
else a = 2;
for (i = 0; i < 3; i++) {
document.styleSheets[i].disabled = (i == a) ? false : true;

}
</SCRIPT>

<LINK>タグ：別ファイルとの関係を示す。属性にはrelやtypeなどがあり、rel はこのファイルから見た関係、typeで相手先のMIMEタイプを記述する。

藤井幸孝／大内 勇／高橋登史朗／佐藤和人

メニューからスタイルを選べ！

<LINK>タグのREL属性で「stylesheet」とするところを「alternate stylesheet」と
すれば、ネットスケープ6ではユーザーがメニューから選べる「代替スタイルシート」にな
る。TITLE属性で名前を付けるのを忘れないこと。

正解者：正解者：ENDEさん、なるるさん、
Masahiko Murataさん、堀江さん

A N S W E R 2
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CD-ROM収録先　Å Magnavi→Ip0108→Htmltips
今月号のTIPSをすべてCD-ROMに収録!!+CD-ROM+CD-ROM
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1999年10月号のこの連載で、

「画像を自動的に入れ替える」とい

うJavaScriptを紹介した。今回

は、そのTIPSと同じ効果を先月紹

介した最新テクニック「HTML+

TIME 2」で作ってみよう。単純に

画像を切り替えるだけでなく、ト

ランジションフィルターのさまざま

なアニメーション効果を組み合わ

せれば、あっと驚くような表現が

できる。左のサンプルでは、次か

ら次へと新しい画像が前の画像

にじわじわと重なって現れるフェ

ードイン効果を使っている。自分

のページで使うときには、先月号

の一覧を見ながらトランジション

フィルターのTYPE属性を変えて、

星型やらせん型などのいろいろな

効果を試してみよう。（佐藤和人）

TIME2で画像を入れ替える

TIPS &TRICKS

1
TIPS &TRICKS

1

JavaScript（ジャバスクリプト）：HTMLファイルの中に埋め込んで使うスクリプト言語。ブラウザーやウェブページの表示を制御できる。ネットスケープ社がナビゲーター2.0に搭載
したのが始まりで、インターネットエクスプローラでもサポートされるようになった。なお、サン・マイクロシステムズ社のJava言語とは関係はない。
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<P CLASS="time" BEGIN="0" DUR="8" TIMECONTAINER="PAR" REPEATCOUNT="indefinite">
<t:TRANSITIONFILTER TYPE="fade" TARGETELEMENT="img1" BEGIN="4" DUR="4"
onbegin="img1.style.zIndex=1;" onend="img1.style.zIndex=0;" />

<IMG CLASS="time" SRC="img1.jpg" ID="img1">
<t:TRANSITIONFILTER TYPE="fade" TARGETELEMENT="img2" BEGIN="0" DUR="4"
onbegin="img2.style.zIndex=1;" onend="img2.style.zIndex=0;" />

<IMG CLASS="time" SRC="img2.jpg" ID="img2">
</P>

<STYLE TYPE="text/css">
P.time   { behavior: url(#default#time2); position: relative; }
IMG.time { behavior: url(#default#time2); position: absolute;
left:0; top: 0; border: ridge 12px gray; }

</STYLE>

1

2

d

6

先月と同じく、HTML+TIME 2の仕掛けを使

うにはソース中で<HTML>タグにxmlns:t属性を

指定し、<import>タグを置く必要がある。誌面

では省略しているので付録CD-ROMに収録した

ソースや先月の記事を参照してほしい。上記のソ

ース2は画像をフェードイン、フェードアウトさせな

がら切り替えていく部分で、ソース1が画像の配

置やTIME 2によるアニメーションに必要なスタイ

ルシートの設定だ。なお、IEの「インターネットオ

プション」→「詳細設定」で「アニメーションを再

生する」をオフにしているとこのサンプルは動かな

いので注意。

それではソース2を見てみよう。<P>～</P>の間

に<t:TRANSITIONFILTER>タグを2つ、<IMG>

タグで画像を2つ置いている。表示させる画像は

2つなので、画像をアニメーションさせるための

<t:TRANSITIONFILTER>タグもそれぞれの画像

に合わせて2つ置いているわけだ。周りを囲む

<P>タグがこの2つの組み合わせの親になるよう

に、TIMECONTAINER="PAR"という指定をし

ている。

2つの<t:TRANSITIONFILTER>タグを見てみよ

う。1つ目にはTARGETELEMENT属性で1つ目

の画像を指定し、2つ目には同じく2つ目の画像を

指定する。また、1つ目ではBEGIN属性を4、DUR

属性を4、2つ目ではBEGIN属性を0、DUR属性

を4としている。このページを開くと、まず2つ目

の画像が4秒間徐々に登場し、4秒後には1つ目

の画像が4秒間かけてじわじわと現れることにな

る。親になる<P>タグには、一連のアニメーショ

ンの時間を合計した8秒間（DUR="8"）を指定し、

REPEATCOUNT="indefinite"という指定でア

ニメーションの組み合わせが何度も繰り返すよう

にしている。

基本的な仕組みはこれだけなのだが、画像が重な

り合いながら切り替わるように、少々スクリプトの

助けを借りなければならない。<t:TRANSITION

FILTER>タグでonbeginイベント（アニメーション

が始まるとき）とonendイベント（アニメーションが

終了したとき）の動作を設定する。アニメーション

が始まるときには、これから表示させる画像が前

面にくるように、スタイルシートのz-index（Java

ScriptではzIndex）の値を1にしておき、終了した

ときには値を0にして画像を背面に回す。

上記のソースでは切り替える画像は2つだけだが、

もっと多くの画像を使いたい人は、付録CD-ROM

に4つの画像を切り替えるサンプルを収録してい

るので見てほしい。あまり大きな画像や多くの画像

を使うとページの読み込みに時間がかかるので、

自分のホームページでテストしながら調節しよう。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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エクスプローラ風メニューをつくる

TIPS &TRICKS

まずは左のサンプルを見てもら

いたい。これは見てのとおり、エク

スプローラのように閉じたり開い

たりできるメニューを、ウェブペー

ジに埋め込んだようすをあらわし

たものだ。古くからの読者なら記

憶があると思うが、本連載では以

前にも同じようなTIPSを紹介して

いる。しかし、それはIE4以降でし

か使えないTIPSであった。そこで

今回はIE5以降とネットスケープ6

で使えるように、DOMの仕様にあ

わせたエクスプローラ風メニューを

紹介する。

今回のTIPSはちょっと難しい

が、ポイント欄の説明をよく読んで

チャレンジしてみよう！（大内 勇）

スタイルシート：HTMLやXMLなどタグ付き文書を表示したときの視覚的効果を指定するための仕組み。CSS（Cascading Style Sheets）やXSL（eXtensible Style Language）があ
る。CSSは、インターネットエクスプローラ3以降とネットスケープナビゲーター4以降でサポートされた。
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今回のTIPSはソースが非常に長くなってしま

ったが、利用する際はソース3だけを書き換える

だけでＯＫだ。それなので、ソース1と2は軽く

説明して、ソース3に重点をおいて説明していく。

ソース1はメニューを開いたり閉じたりするJava

Scriptだ。関数[showIt]の中では、イベント発生

元の要素やその子要素の状態を確認し、エクスプ

ローラ風のメニューを開いたり閉じたりするかを

設定している。

ソース2ではメニュー各部に対するスタイルシー

トの指定をしているのだが、ちょっと見慣れない

形になっているので一例を挙げて説明しておこう。

.toc UL, .toc UL UL {display:none}

この1行は「class名[toc]の要素に含むUL要素

と、class名[toc]の要素に含むUL要素のさらに

内側のUL要素を[display:none]にする」という

指定をあらわしている。要するに、内側の要素は

半角スペースを空けて指定し、複数の要素を同

時に指定する場合はカンマを挿めばよいのだ。

それでは、このエクスプローラ風メニューを実際に

使う場合のポイントとなるソース3を説明しよう。

まずはメニュー全体を<UL class="toc">でくく

る。最初の<LI>タグはフォルダー画像を表し、閉

じた状態の場合は[class="close"]を指定する。

<B>タグは各メニュータイトルで、<UL><LI>～

</LI></UL>タグが開いたり閉じたりするリストに

なる。リストを複数使う場合は、この<UL>～

</UL>タグの内側に列記すればよい。さらにリス

トにリンクを張る場合は、<LI>～</LI>の内側で

<A>タグを用いればよい。次に、初期状態でメニ

ューを展開しておく方法を説明する。最初の<LI>

タグのclass名を[open]に変更し、リスト側の

<UL>タグに[class="expanded"]を追加する。

これで最初からフォルダーが開いた画像になり、

リストも開いた状態になる。

最後に、メニューの中にサブメニューを作る方法

を説明しておこう。ソース3のリストに適用して

いる<UL>タグの内側に、ソース●をそのまま入

れる。これでメニューの中にサブメニューを作れる。

メニュー階層の関係がわかりにくい場合は、本誌

付録のCD-ROMにサンプルのソース全体を収録

しているので参考にしてほしい。

このようなエクスプローラ風のメニューはウェブペ

ージの階層が複雑なサイトにおいて、それをわか

りやすく見せるのに非常に有効な手法だ。ホーム

ページのナビゲートで困っている人はぜひチャレン

ジしてみよう！

2
TIPS &TRICKS
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<script language="javascript">
function showIt(src) { var child, parent, childNum = 0;
if ("B" == src.tagName) {  parent = src.parentNode;
for (var i=0; i < parent.childNodes.length; i++) {
if (parent.childNodes[i].nodeType != 1) { continue; }
if (childNum != 1) { childNum++; continue; }
else { child = parent.childNodes[i]; } }
if (null != child && "LI" == parent.tagName && "UL" == child.tagName) {
parent.className = ("close" == parent.className ? "open" : "close");
child.className = ('expanded' == child.className ? 'none' : 'expanded');} } }

</script>

1

<style TYPE="text/css">
.toc .close {list-style-image:url(close.gif)}
.toc .open {list-style-image:url(open.gif)}
.toc UL LI {list-style-image:none; list-style:none}
.toc UL, .toc UL UL {display:none} 
.toc .expanded {display:block}
</style>

2
<UL class="toc">
<LI class="close">
<B onClick="showIt(this)">特集</B>
<UL><LI>常時接続時代の未体験ゾーン</LI></UL>
</LI>
</UL>

3
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今回は画像にズームアウトをか

けることで、フィルターやワイプの

ような効果を作り出してみた。この

TIPSのメリットはズームさせるマス

クのデザインを自分で作れること

だ。透明化などのテクニックを組

み合わせれば、四角形の枠組みか

らも開放される。どんなデザインの

ズームでも自由自在というわけだ。

しかも使っているコードは基本的

なものばかりだから、仕上がりも

クロスブラウザーになっており、

IE4,5,6でもネットスケープ4でも

6でも問題なく動いてくれる。これ

を応用すれば最近ありふれたロー

ルオーバー処理などにも新鮮な動

きを追加できるぞ。（高橋登史朗）

マウスポインターで画像マスクがズームアウトする

ロールオーバー：ブラウザーで表示されている画像などにマウスポインターを移動させたときや画像をクリックしたときなどに、画像が切り替わる効果のこと。ロールオーバー効果を行う
にはJavaScriptを利用する。
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//IE4 IE5 IE6 用
document.all(imgName).style.width  = width
//N6 Moz IE5 IE6 用
document.getElementById(imgName).setAttribute('width', width )
//N4用
document.write('<img src="xxx.gif" width="'+width+'" >')

<div id="test" style="position:absolute;top:50px;left:50px">
<img id="tipstricks" src="./tipstricks.gif"></div>

<div id="test0" style="position:absolute;top:50px;left:50px">
<a href=# onmouseover="zoomIMG('test0','img0',500,100,0,0,20,30)">

<img id="img0" border=0  src="./welcome.gif" width="500" height="100"></a></div>

1

2

d

TIPS &TRICKS
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M 1844

まずソース1を見てみよう。id="test"と

id="test0"の2つのレイヤーの位置は、共に

top:50px;left:50px

にしてあり、中にある画像のサイズも、同じ

width="500" height="100"

にそろえてある。つまり、まったく同じ位置に同じ

サイズの画像が重なって表示されているわけだ。

重なり順は先に書かれたid="test"が下になり、

後に書かれたid="test0"が上になる。この状態

のままではもちろん何も起こらない。そこで、次

に画像にマウスポインターが触れると動くように

するために、id="test0"のレイヤーの中の画像をa

タグで囲み、onmouseoverを使って関数を記述

する。この場合、onmouseoverはIEだとdivタグ

やimgタグへも記述できるが、aタグに書いたのが

ミソの1つだ。これによって、IEだけでなくネット

スケープ4でも動くクロスブラウザーな仕上がりに

することが可能になるのだ。

そして、カーソルが触れた時に最初に起動する関

数は、

zoomIMG('test0','img0',500,100,0,0,20,30)

各引数の意味は下表のとおりだ。

引数 意味

'test0' ズームするレイヤーのid名

'img0' 画像の名前

500 画像の最初の横幅

100 画像の最初の高さ

0 ズームアウト後の横幅

0 ズームアウト後の高さ

20 ズーム時のステップ数

30 ズームのスピード（1/1000秒単位）

また、参考までにソース2では画像の幅を変更

するためのブラウザーごとのスクリプトサンプルを

あげておいた。

これらを組み合わせて画像ズームを実現するわけ

だが、コピーペーストで使えるこの汎用関数は記

事内に書き切れないため、CD-ROMを参照して

もらいたい。CD-ROMのサンプルはこのほかに、

少しアレンジした簡単なゲームも入れておいたので

お楽しみに。
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IE6はHTML4.0準拠のエレメン

トを新たに1つサポートするように

なった。それがリストボックス内の

選択肢オプションをグループ化す

る<OPTGROUP>タグだ。W3C

（ World Wide Web

Consortium） が決めた仕様には

まだあと一歩届かないものの、表

示に関してはまったく問題がない

ので、わかりやすいリストが作れる

ようになるはずだ。また、IE6以外

のブラウザ－で表示させても無視

されるだけなので、すでに公開し

ているページでも気軽に試しても

らいたい。

今回はその使い方を紹介しつつ、

TIPS&TRICKSオリジナルのスク

リプトでW3Cの理想に挑戦してみ

よう。 （藤井幸孝）

選択オプションをグループ化する

4
TIPS &TRICKS

W3C（ダブル・スリー・シー／World Wide Web Consortium）：WWWの発展との相互運用性の確保のために、企業や研究所、大学をメンバーとして設立された世界的な組織。
HTMLやCSS、XMLの仕様書を勧告として公開している。
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<INPUT TYPE="radio" name="radio" value="1" onclick="rdoChange()"> Developers
<INPUT TYPE="radio" name="radio" value="2" onclick="rdoChange()"> Expert Users
<INPUT TYPE="radio" name="radio" value="3" onclick="rdoChange()" CHECKED> ...
<SELECT ID="optlist" onchange="optChange()">
<OPTGROUP LABEL="Version 3.0 Public Preview" disabled>
<OPTION VALUE="1" style="color:gray;">for Windows XP</OPTION>

:
</OPTGROUP>
<OPTGROUP LABEL="Version 2.0">
<OPTION VALUE="4">for Windows 2000</OPTION>

:
</OPTGROUP> 
:

</SELECT>

1

function optChange(){  if (optlist.options[optlist.selectedIndex].parentNode.disabled){
alert("Message")  }}

2

<OPTGROUP>タグは、「オプショングループ」

という意味で、その名の通り<OPTION>タグをい

くつかまとめてグループ化する機能を持っている。

これまで<OPTION>タグは<SELECT>タグの真

下の階層に書かれていたが、<OPTGROUP>を

使う場合は、そのあいだにはさみこむことになる。

<OPTGROUP LABEL="リストに表示する

グループ名">

と、これだけ書いたらHTMLを表示してみよう。

IE6ならば、リストが階層になっているはずだ。

LABEL の部分で書いた文字が、きちんと太いイ

タリック体で表示されているだろうか。マウスカー

ソルを動かしてみればわかるが、この太字は選択

できない。あくまでグループ名というわけだ。こ

れを使うことでリストが見やすくなるだろう。た

だし、残念なことにIE6では＜OPTGROUP＞タ

グを多重階層にできない。そのことを考慮したう

えでグループ化させておこう。

さて、このタグには「LABEL」のほかに、「DISABLE」

という属性が用意されている。サンプルで１つめ

の<OPTGROUP>タグに書きこまれているのに気

が付くだろうか。これは「このグループは選択不可

ですよ」ということを示してやるためのものだ。

DISABLEにするためには、サンプルのようにあら

かじめ書いたり、スクリプトを使って変更したりで

きる。ただしスクリプトを使う場合は1点だけ注意

が必要だ。現段階では<OPTGROUP>はオブジ

ェクトとして未 完 成 なため、親 にあたる

<SELECT>から直接アクセスすること（ex .

o S e l e c t . o O p t G r o u p s [ i ] 、o S e l e c t .

childNodes[i]）ができないらしい。そこで今回は、

optlist.options[i].parentNode.disabled 

= true / false

と、いったん孫ノードである<OPTION>に降りて

からさかのぼるという裏技を使った。

W3C では、DISABLEDな場合は実際に選択動

作を禁止したり、Tabキーによるカーソル移動の

ときに飛ばしたりといった機能を、HTML4.0で推

奨しているのだが、残念なことに現段階ではIE6

はそこまでのサポートはできていない。このタグは

オブジェクトとしてもタグとしてもまだまだ発展途上

と言えるだろう。

紙面上説明を割愛したが、CD-ROMに入ってい

るTIPSにはもう1つ裏技が隠されている。グルー

プごとに選択できるできないを設定し、できない

グループを選択しようとするとアラートを出すと

いうものだ。これも試してもらいたい。
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今月は久しぶりに本格的なスクリプトを書く問題だ。

エクセルなどの表計算ソフトで合計や平均を出す

のに、いちいち電卓を持ち出す人はいないだろう。計算式を入力して自動

的に表示させるのが普通だ。IE 5以降とネットスケープ6に共通なDOM

を使えば、ウェブページ上でもちょっとした表計算ソフトのまねができる。

数値を並べた表を載せるときに、自分で計算する手間が省けて便利だ。今

月は、DOMを使ってHTMLのテーブル上で計算をするパズルに挑戦して

いただく。正解者には抽選で1名にオリジナル折りたたみ傘をプレゼント

させていただく。なお、正解は来月のこのコーナーで発表する。それでは

頭をやわらかくして、今月のテーマ"表計算を制する"にチャレンジ！

今 月 の テ ー マ

表計算を制する

HTMLパズルに挑戦しよう
隠されたトリックを解き明かせ！

「HTMLパズルに挑戦しよう」
宛て先
D

正解がわかった人も、わからなかった人も、
ご意見、ご感想など何でもOK、次の宛て
先にメールしよう。用件の欄には必ず

HTML TIPS＆TRICKS
の1行を忘れずに。あなたの挑戦を待つ！

m im-html@impress.co.jp

なお、締め切りは7月10日とさせていただく。

勝率を計算せよ！

まず、左のサンプルのように各チーム（プロ野球でも何でもよい）の

勝ち数と負け数を並べ、勝率の欄は空にした表を作っておく。「Calc!」

ボタンを押したときに、各チームの勝率（勝ち数÷勝ち数と負け数の計）

を自動的に計算して表示させるのが第1問。DOMを使ってIEとネットス

ケープ6（またはMozilla）どちらでも動くスクリプトを書くのが条件だ。

片方だけでしか動かないものは不正解とさせていただく。項目名になっ

ている1行目を無視してスクリプトを簡潔にするには、あらかじめ

<TBODY>要素で計算の対象になる行をまとめておき、rows（行の配

列）とcells（セルの配列）で目的のセルをたどればいい。

Q U E S T I O N 1

要素内のテキストは、firstChild.nodeValue……
ヒ
ン
ト

表をソートせよ！

2問目では、1問目の解答に加えて、サンプルのように勝ち数または勝

率を選ぶと、それに合わせて順位を並べ替えるスクリプトを書いてみよ

う。ソートにはいろいろな方法があるが、次のような単純なアルゴリズム

でよい。DOMを使って行（<TR>要素）を丸ごと並べ替えるのが条件だ。

for (i = 0; i < 行数 - 1; i++) {

pos = i;  val = i行目の値;

for (j = i + 1; j < 行数; j++)

if (val < j行目の値) { pos = j; val = j行目の値; }

pos行目をi行目の前に置く;  }

Q U E S T I O N 2

removeChildで行を切り取り、insertBefore
で挿入する……

ヒ
ン
ト

6万部突破！

5 5.5 6 6 M0.8

5 5.5 6 6 M0.8
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